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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第68期
第２四半期
連結累計期間

第69期
第２四半期
連結累計期間

第68期

会計期間
自 2019年４月１日
至 2019年９月30日

自 2020年４月１日
至 2020年９月30日

自 2019年４月１日
至 2020年３月31日

売上高 （百万円） 18,884 20,427 38,408

経常利益 （百万円） 2,974 3,694 6,177

親会社株主に帰属する四半期（当期）純利益 （百万円） 2,212 2,855 4,270

四半期包括利益又は包括利益 （百万円） 1,722 2,920 3,833

純資産額 （百万円） 50,969 53,825 52,079

総資産額 （百万円） 59,245 62,426 59,496

１株当たり四半期（当期）純利益 （円） 89.74 115.49 172.98

自己資本比率 （％） 86.03 86.22 87.53

営業活動によるキャッシュ・フロー （百万円） 3,225 4,773 6,232

投資活動によるキャッシュ・フロー （百万円） 20 △3,395 △3,544

財務活動によるキャッシュ・フロー （百万円） △1,192 △1,202 △2,213

現金及び現金同等物の四半期末（期末）残高 （百万円） 24,415 23,064 22,919

 

回次
第68期
第２四半期
連結会計期間

第69期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自 2019年７月１日
至 2019年９月30日

自 2020年７月１日
至 2020年９月30日

１株当たり四半期純利益 （円） 49.70 48.68

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

     ２．売上高には消費税等は含まれておりません。

     ３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

     ４．当社は、業績連動型株式報酬制度 株式給付信託（ＢＢＴ）及び業績連動型株式給付制度 株式給付信託

（Ｊ－ＥＳＯＰ）を導入しており、１株当たり四半期（当期）純利益の算定上、普通株式の期中平均株式数の

計算において控除する自己株式に、株式給付信託（ＢＢＴ）及び株式給付信託（Ｊ－ＥＳＯＰ）に残存する当

社株式を含めております。

 

２【事業の内容】

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び子会社）が営む事業の内容について、重要な変更は

ありません。また、主要な子会社の異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第２四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中における将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

 

(1) 財政状態及び経営成績の状況

① 財政状態

　当第２四半期連結会計期間末における資産総額は、前連結会計年度末に比べ、2,930百万円増加し、62,426百万

円となりました。これは、流動資産のその他が242百万円減少したものの、現金及び預金が2,738百万円、商品及び

製品が291百万円、有価証券が200百万円それぞれ増加したこと等によるものであります。

　負債総額は、前連結会計年度末に比べ、1,184百万円増加し、8,601百万円となりました。これは、流動負債のそ

の他が454百万円、支払手形及び買掛金が188百万円、賞与引当金が143百万円、株式給付引当金が139百万円それぞ

れ増加したこと等によるものであります。

　また、純資産は前連結会計年度末に比べ、1,745百万円増加し、53,825百万円となりました。これは、利益剰余

金が1,678百万円、その他有価証券評価差額金が109百万円それぞれ増加したこと等によるものであります。

 

② 経営成績

　当第２四半期連結累計期間の当社グループを取り巻く環境は、新型コロナウイルスの世界的な感染拡大の影響に

より各国で経済活動が停滞し、また、貿易摩擦に加え香港問題等により米中対立の懸念が高まる中、世界経済は不

透明感が一層強まりました。一方、世界半導体市場は、スマートフォン及び自動車の市場停滞の影響を受けたもの

の、新型コロナウイルス感染拡大防止のための「ＳＴＡＹ　ＨＯＭＥ」に伴うデータセンター及びＰＣ向けの需要

増加により、ロジックデバイス、メモリデバイスともに市況は堅調に推移したことに加え、新型コロナウイルスの

感染拡大や米中貿易摩擦の激化に対する懸念から在庫積み上げの動きが継続しています。

　こうした状況下、当第２四半期連結累計期間の業績は、売上高20,427百万円（前年同期比8.2％増）、営業利益

3,718百万円（前年同期比29.9％増）、経常利益3,694百万円（前年同期比24.2％増）、親会社株主に帰属する四半

期純利益2,855百万円（前年同期比29.1％増）となりました。

 

　セグメントの経営成績は、次のとおりであります。

　日本につきましては、最先端半導体デバイス向けＣＭＰ製品及びシリコンウェハー向け製品の販売が増加したこ

とにより、売上高は11,840百万円（前年同期比8.7％増）、セグメント利益（営業利益）は売上増加に加え製品構

成の良化により3,487百万円（前年同期比29.2％増）となりました。

　北米につきましては、売上高は2,798百万円（前年同期比4.5％減）となりましたが、セグメント利益（営業利

益）は製品構成の良化により、224百万円（前年同期比48.4％増）となりました。

　アジアにつきましては、最先端ロジックデバイス向けＣＭＰ製品の販売が好調に推移したことから、売上高は

5,032百万円（前年同期比17.9％増）、セグメント利益（営業利益）は1,042百万円（前年同期比36.7％増）となり

ました。

　欧州につきましては、売上高は756百万円（前年同期比4.5％減）、セグメント利益（営業利益）は為替の影響も

あり82百万円（前年同期比26.6％減）となりました。

 

　主な用途別売上の実績は、次のとおりであります。

　シリコンウェハー向け製品につきましては、半導体業界の稼働が高かったことに加え、シリコンウェハーの在庫

積み上げの動きもあったことから、ラッピング材の売上高は2,158百万円（前年同期比17.7％増）、一方、ポリシ

ング材の売上高は前第２四半期連結会計期間において一部顧客で当社製品の在庫積み増しがあったことから、前年

同期並みの4,521百万円（前年同期比0.8％増）となりました。

　ＣＭＰ向け製品につきましては、データセンター及びＰＣ向け需要の増加に伴う半導体業界の高稼働を背景に、

ロジック、メモリともに最先端デバイス向け製品の販売が増加したことにより、売上高は10,055百万円（前年同期

比18.5％増）となりました。

　ハードディスク向け製品につきましては、ＳＳＤ（ソリッドステート・ドライブ）への置き換えによる市場の縮

小及び顧客の生産プロセスの変更の影響により、売上高は938百万円（前年同期比14.2％減）となりました。

　非半導体関連の一般工業用研磨材につきましては、自動車及び産業機械向け需要の低迷により、売上高は1,699

百万円（前年同期比2.4％減）となりました。
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(2) キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、前連結会計年度末に比

べ、145百万円増加し、23,064百万円となりました。当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの

状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果得られた資金は、前年同四半期連結累計期間（以下、前年同期）に比べて1,548百万円増加し、

4,773百万円の収入となりました。これは主に、税金等調整前四半期純利益及び株式給付引当金が増加したことに

加え、売上債権が減少したこと等によるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果支出した資金は、3,395百万円となりました（前年同期は20百万円の収入）。これは主に、定期

預金の払戻による収入があったものの、定期預金の預入による支出があったことによるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果支出した資金は、前年同期に比べて９百万円増加し、1,202百万円となりました。これは主に、

その他の財務活動の支出が増加したこと等によるものであります。

(3) 会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定

　前事業年度の有価証券報告書に記載した「経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分

析」中の会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定の記載について重要な変更はありません。

 

(4) 経営方針・経営戦略等

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はあ

りません。

 

(5) 企業価値向上のための課題

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループの企業価値向上のための課題について重要な変更はありませ

ん。

 

(6) 財務及び事業の方針の決定を支配する者の在り方に関する基本方針

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループが定めている財務及び事業の方針の決定を支配する者の在り

方に関する基本方針について重要な変更はありません。

 

(7) 研究開発活動

　当第２四半期連結累計期間における当社グループの研究開発費は、2,070百万円であります。なお、研究開発活

動の状況に重要な変更はありません。

(8) 経営成績に重要な影響を与える要因

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループの経営成績に重要な影響を与える要因について重要な変更は

ありません。

(9) 資本の財源及び資金の流動性についての分析

　当社グループの必要な運転資金及び設備資金の財源につきましては、自己資金を基本としております。また、当

第２四半期連結会計期間末の流動比率は597.9％であり、十分な流動性を確保しているものと認識しております。

 

 

３【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 120,000,000

計 120,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数（株）
（2020年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（2020年11月６日）

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 28,699,500 28,699,500

東京証券取引所

名古屋証券取引所

各市場第一部

単元株式数は100株で

あります。

計 28,699,500 28,699,500 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金
増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金
増減額
（百万円）

資本準備金
残高

（百万円）

2020年７月１日～

2020年９月30日
－ 28,699,500 － 4,753 － 5,038

 

EDINET提出書類

株式会社フジミインコーポレーテッド(E01207)

四半期報告書

 5/20



（５）【大株主の状況】

  2020年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式（自己
株式を除く。）の
総数に対する所有
株式数の割合
（％）

有限会社コマ 愛知県名古屋市昭和区鶴舞四丁目５－14 3,743 14.95

日本マスタートラスト信託銀

行株式会社（信託口）
東京都港区浜松町二丁目11－３ 2,168 8.66

株式会社日本カストディ銀行

（信託口）
東京都中央区晴海一丁目８－12 1,541 6.15

株式会社かんぽ生命保険

（常任代理人　株式会社日本

カストディ銀行）

東京都千代田区大手町二丁目３－１

大手町プレイス　ウエストタワー

（東京都中央区晴海一丁目８－12）

875 3.49

株式会社三菱ＵＦＪ銀行 東京都千代田区丸の内二丁目７－１ 728 2.91

越山　勇 愛知県名古屋市昭和区 717 2.86

フジミ取引先持株会 愛知県清須市西枇杷島町地領二丁目１－１ 680 2.71

日本生命保険相互会社

（常任代理人　日本マスター

トラスト信託銀行株式会社）

東京都千代田区丸の内一丁目６－６

日本生命証券管理部内

（東京都港区浜松町二丁目11－３）

639 2.55

一般財団法人越山科学技術振

興財団
岐阜県各務原市テクノプラザ一丁目１ 600 2.39

野田　純孝 愛知県名古屋市千種区 520 2.07

計 － 12,214 48.79

 （注）当社は、株式給付信託（ＢＢＴ）及び株式給付信託（Ｊ－ＥＳＯＰ）を導入しており、株式会社日本カスト

ディ銀行（信託Ｅ口）が当社株式310,500株を保有しております。株式会社日本カストディ銀行（信託Ｅ口）

が保有する当社株式は、自己株式に含まれておりません。
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（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

    2020年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 3,667,900 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 25,013,300 250,133 －

単元未満株式 普通株式 18,300 － －

発行済株式総数  28,699,500 － －

総株主の議決権  － 250,133 －

（注）１．「完全議決権株式（その他）」には、証券保管振替機構名義の株式500株（議決権の数５個）を含めており

ます。

２．「完全議決権株式（その他）」には、株式給付信託（ＢＢＴ）及び株式給付信託（Ｊ－ＥＳＯＰ）の信託

財産として、株式会社日本カストディ銀行（信託Ｅ口）が保有する当社株式310,500株（議決権の数3,105

個）が含まれております。

 

②【自己株式等】

    2020年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合
（％）

株式会社フジミイン

コーポレーテッド

愛知県清須市西枇杷

島町地領二丁目１－

１

3,667,900 － 3,667,900 12.78

計 － 3,667,900 － 3,667,900 12.78

（注）株式給付信託（ＢＢＴ）及び株式給付信託（Ｊ－ＥＳＯＰ）の信託財産として、株式会社日本カストディ銀行

（信託Ｅ口）が保有する当社株式310,500株については、上記の自己株式等に含まれておりません。

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（2007年内閣

府令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（2020年７月１日から

2020年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（2020年４月１日から2020年９月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(2020年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2020年９月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 23,769 26,507

受取手形及び売掛金 8,228 8,119

有価証券 1,499 1,699

商品及び製品 3,695 3,986

仕掛品 988 1,031

原材料及び貯蔵品 2,610 2,481

その他 503 261

貸倒引当金 △18 △18

流動資産合計 41,279 44,070

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 6,788 6,665

その他（純額） 7,144 7,215

有形固定資産合計 13,933 13,880

無形固定資産 437 383

投資その他の資産   

投資有価証券 2,939 3,096

繰延税金資産 787 893

その他 129 112

貸倒引当金 △9 △9

投資その他の資産合計 3,846 4,092

固定資産合計 18,217 18,356

資産合計 59,496 62,426
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  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(2020年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2020年９月30日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 2,499 2,687

未払法人税等 767 898

賞与引当金 1,242 1,386

役員賞与引当金 － 57

その他 1,886 2,340

流動負債合計 6,395 7,370

固定負債   

繰延税金負債 0 －

退職給付に係る負債 752 768

株式給付引当金 157 297

その他 110 165

固定負債合計 1,021 1,230

負債合計 7,416 8,601

純資産の部   

株主資本   

資本金 4,753 4,753

資本剰余金 5,570 5,570

利益剰余金 47,124 48,802

自己株式 △5,449 △5,448

株主資本合計 51,998 53,678

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 94 204

為替換算調整勘定 30 △25

退職給付に係る調整累計額 △44 △32

その他の包括利益累計額合計 80 146

純資産合計 52,079 53,825

負債純資産合計 59,496 62,426

 

EDINET提出書類

株式会社フジミインコーポレーテッド(E01207)

四半期報告書

10/20



（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　2019年４月１日
　至　2019年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年９月30日)

売上高 18,884 20,427

売上原価 10,759 10,985

売上総利益 8,124 9,441

販売費及び一般管理費 ※ 5,261 ※ 5,722

営業利益 2,863 3,718

営業外収益   

受取利息 61 42

為替差益 7 －

その他 50 58

営業外収益合計 119 101

営業外費用   

為替差損 － 107

その他 7 17

営業外費用合計 7 125

経常利益 2,974 3,694

税金等調整前四半期純利益 2,974 3,694

法人税、住民税及び事業税 778 1,000

法人税等調整額 △15 △160

法人税等合計 762 839

四半期純利益 2,212 2,855

親会社株主に帰属する四半期純利益 2,212 2,855
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　2019年４月１日
　至　2019年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年９月30日)

四半期純利益 2,212 2,855

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 3 109

為替換算調整勘定 △508 △55

退職給付に係る調整額 14 11

その他の包括利益合計 △489 65

四半期包括利益 1,722 2,920

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 1,722 2,920
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：百万円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　2019年４月１日
　至　2019年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 2,974 3,694

減価償却費 715 815

長期前払費用償却額 0 0

貸倒引当金の増減額（△は減少） △9 －

役員賞与引当金の増減額（△は減少） 53 57

賞与引当金の増減額（△は減少） 85 143

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 34 32

株式給付引当金の増減額（△は減少） △294 139

受取利息 △61 △42

為替差損益（△は益） 7 7

固定資産除売却損益（△は益） 5 △0

売上債権の増減額（△は増加） △36 107

仕入債務の増減額（△は減少） 335 179

棚卸資産の増減額（△は増加） △200 △214

未払金の増減額（△は減少） △67 281

その他 400 334

小計 3,942 5,535

利息及び配当金の受取額 83 57

法人税等の支払額 △875 △857

法人税等の還付額 74 37

営業活動によるキャッシュ・フロー 3,225 4,773

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △2,793 △5,313

定期預金の払戻による収入 3,918 2,934

有価証券の取得による支出 △99 △500

有価証券の償還による収入 － 99

投資有価証券の取得による支出 △149 －

有形固定資産の取得による支出 △766 △601

無形固定資産の取得による支出 △79 △16

その他 △9 1

投資活動によるキャッシュ・フロー 20 △3,395

財務活動によるキャッシュ・フロー   

配当金の支払額 △1,176 △1,176

自己株式の取得による支出 △0 △0

その他 △15 △25

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,192 △1,202

現金及び現金同等物に係る換算差額 △196 △31

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,856 145

現金及び現金同等物の期首残高 22,559 22,919

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 24,415 ※ 23,064
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【注記事項】

（四半期連結損益計算書関係）

※ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
　前第２四半期連結累計期間
（自 2019年４月１日
　　至 2019年９月30日）

　当第２四半期連結累計期間
（自 2020年４月１日
　　至 2020年９月30日）

給料及び賞与 1,547百万円 1,713百万円

賞与引当金繰入額 682 832

役員賞与引当金繰入額 53 57

退職給付費用 102 110

貸倒引当金繰入額 △9 －

株式給付引当金繰入額 △40 81

 

 

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は次のとおり

であります。

 
 前第２四半期連結累計期間
（自 2019年４月１日
至 2019年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自 2020年４月１日
至 2020年９月30日）

現金及び預金勘定 23,768百万円 26,507百万円

預入期間が３か月を超える定期預金 △1,552 △4,242

有価証券勘定 2,299 1,699

償還期間が３か月を超える有価証券 △99 △899

現金及び現金同等物 24,415 23,064
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　2019年４月１日　至　2019年９月30日）

 

１.配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2019年６月21日

定時株主総会
普通株式 1,176 47 2019年３月31日 2019年６月24日 利益剰余金

（注）2019年６月21日定時株主総会の決議による配当金の総額には、株式給付信託（ＢＢＴ）及び株式給付信託

（Ｊ－ＥＳＯＰ）の信託財産として、資産管理サービス信託銀行株式会社（信託Ｅ口）が保有する当社株式に

対する配当金18百万円が含まれております。

　　　なお、資産管理サービス信託銀行株式会社は、合併により2020年７月27日付で株式会社日本カストディ銀行に

商号変更しております。

 

２.基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末日

後となるもの

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2019年11月５日

取締役会
普通株式 1,001 40 2019年９月30日 2019年12月４日 利益剰余金

（注）2019年11月５日取締役会の決議による配当金の総額には、株式給付信託（ＢＢＴ）及び株式給付信託

（Ｊ－ＥＳＯＰ）の信託財産として、資産管理サービス信託銀行株式会社（信託Ｅ口）が保有する当社株式に

対する配当金12百万円が含まれております。

　　　なお、資産管理サービス信託銀行株式会社は、合併により2020年７月27日付で株式会社日本カストディ銀行に

商号変更しております。

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　2020年４月１日　至　2020年９月30日）

 

１.配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2020年６月24日

定時株主総会
普通株式 1,176 47 2020年３月31日 2020年６月25日 利益剰余金

（注）2020年６月24日定時株主総会の決議による配当金の総額には、株式給付信託（ＢＢＴ）及び株式給付信託

（Ｊ－ＥＳＯＰ）の信託財産として、資産管理サービス信託銀行株式会社（信託Ｅ口）が保有する当社株式に

対する配当金14百万円が含まれております。

　　　なお、資産管理サービス信託銀行株式会社は、合併により2020年７月27日付で株式会社日本カストディ銀行に

商号変更しております。

 

２.基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末日

後となるもの

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2020年11月４日

取締役会
普通株式 1,251 50 2020年９月30日 2020年12月４日 利益剰余金

（注）2020年11月４日取締役会の決議による配当金の総額には、株式給付信託（ＢＢＴ）及び株式給付信託

（Ｊ－ＥＳＯＰ）の信託財産として、株式会社日本カストディ銀行（信託Ｅ口）が保有する当社株式に

対する配当金15百万円が含まれております。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　2019年４月１日　至　2019年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      （単位：百万円）

 日本 北米 アジア 欧州 合計
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

売上高        

外部顧客への売上高 10,894 2,930 4,267 792 18,884 － 18,884

セグメント間の内部
売上高又は振替高

3,214 432 122 － 3,769 △3,769 －

計 14,108 3,363 4,390 792 22,653 △3,769 18,884

セグメント利益 2,699 151 762 112 3,726 △862 2,863

（注）１．セグメント利益の調整額△862百万円は、セグメント間取引消去１百万円、各報告セグメントに配分し

ていない全社費用△929百万円及び棚卸資産の調整額64百万円であります。全社費用の主なものは、当

社本社の総務部門等管理部門に係る費用であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　2020年４月１日　至　2020年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      （単位：百万円）

 日本 北米 アジア 欧州 合計
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

売上高        

外部顧客への売上高 11,840 2,798 5,032 756 20,427 － 20,427

セグメント間の内部
売上高又は振替高

3,797 550 121 － 4,468 △4,468 －

計 15,637 3,348 5,153 756 24,896 △4,468 20,427

セグメント利益 3,487 224 1,042 82 4,837 △1,118 3,718

（注）１．セグメント利益の調整額△1,118百万円は、セグメント間取引消去１百万円、各報告セグメントに配分

していない全社費△1,070百万円及び棚卸資産の調整額△50百万円であります。全社費用の主なもの

は、当社本社の総務部門等管理部門に係る費用であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　2019年４月１日
至　2019年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　2020年４月１日
至　2020年９月30日）

　　１株当たり四半期純利益 89円74銭 115円49銭

　　（算定上の基礎）   

　　　親会社株主に帰属する四半期純利益

　　　（百万円）
2,212 2,855

　　　普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

　　　普通株式に係る親会社株主に帰属する

　　　四半期純利益（百万円）
2,212 2,855

　　　普通株式の期中平均株式数（株） 24,650,345 24,720,650

（注）１．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２．１株当たり四半期純利益の算定上、普通株式の期中平均株式数の計算において控除する自己株式に、株式

給付信託（ＢＢＴ）及び株式給付信託（Ｊ－ＥＳＯＰ）に残存する当社株式を含めております。（前第２

四半期連結累計期間381,330株、当第２四半期連結累計期間310,928株）

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

 

２【その他】

2020年11月４日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

（イ）中間配当による配当金の総額……………………1,251百万円

（ロ）１株当たりの金額…………………………………50円00銭

（ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日…………2020年12月４日

（注）2020年９月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

   2020年11月６日

株式会社フジミインコーポレーテッド    

 

 取締役会　御中  

 

 有限責任監査法人トーマツ  

 　　　 名 古 屋 事 務 所  

 

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 今泉　　　誠　　　印

 

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 淺井　　明紀子　　印

 

監査人の結論

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社フジミ

インコーポレーテッドの2020年４月１日から2021年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（2020年７月

１日から2020年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（2020年４月１日から2020年９月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッ

シュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社フジミインコーポレーテッド及び連結子会社の2020年９月30

日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正

に表示していないと信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。

 

監査人の結論の根拠

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立し

ており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入

手したと判断している。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが適

切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて継続

企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

　監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

 

四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

　監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半期

連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通じ

て、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
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　・主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レビュー

手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される

年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　・継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認め

られると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められないかどうか

結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書において四半期

連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の注記事項が適切でな

い場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人の結論は、

四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続で

きなくなる可能性がある。

　・四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成

基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期連結財務諸

表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさせる

事項が認められないかどうかを評価する。

　・四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査

人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で監査人

の結論に対して責任を負う。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要な

発見事項について報告を行う。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並

びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガードを

講じている場合はその内容について報告を行う。

 

利害関係

　会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

 

以　上

 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告書提

出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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